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次回の遺族会  春の遠足が行われました
   第１１回目となる春の遠足が、2010年4月18日(日)に、１５名の
方にご参加いただき行われました。ご参加の皆さまお疲れさま
でした。次回は秋（１１月ごろ）を予定しています。
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第40回
6月6日(日）13：15から
名古屋北生涯学習センター
地下鉄名城線「黒川」下車
（4番出口）よりすぐ
参加費：500円

その次は・・・
第41回
8月22日(日) 北生涯学習センター

④番出口

北生涯学習
センター

地下鉄黒川駅

冊子「自死遺族の手紙」原稿追加募集
  自死で亡くなった大切な方への手紙、あの時の自分への手紙、
これからの自分への手紙、など、今の思いを、手紙にしたため
てみませんか。

※１２/２０の遺族会で原稿をお渡しいただいた「ちい」さん。会までご連絡ください。
ご相談したいことがございます。

  リメンバー名古屋自死遺族の会の設
立６周年企画として、冊子を発行します
その日のこと、今の思い、大切な人との
関わり……。
  思い出して、それを言葉にし、書くとい
うことは、ときにつらく、苦しい作業であ
るかと思います。
  どうぞ、ご無理のない範囲でお書きく
ださい。

■寄稿期限 ・・・ ２０１０年６月３０日
■内容 ・・・ 「手紙」形式にて、思いをお寄
せください。

※「手紙」以外の、手記、詩、短歌などの応
募もご相談ください。
※掲載にあたり、内容、表現についてご相
談させていただく場合があります。
■掲載について ・・・ 冊子全体の趣旨など
を考慮し、当会の判断により、必ずしも寄稿
いただいたすべてを掲載できない場合があ
ります。あらかじめご了承ください。
■字数 ・・・ 字数制限は特に設けませんが、
長い場合調整をお願いする場合があります。
■寄稿方法 ・・・ できれば、ワープロファ
イルでお送りください。手書きでも結構です。
メール送付または、手書きの場合は、遺族

会に持参していただくか、郵送してください。
今後、ご連絡させていただく必要があるた
め、ご住所・お名前・電話番号・メールアド
レスを必ずお知らせください。（情報の秘密
は厳守いたします）
■掲載時のお名前等 ・・・ 匿名、ペンネー
ムで結構です。どのように掲載するかご指
定ください。
■冊子の配布など ・・・ 遺族会、公共の場
所、民間会社など、幅広く不特定多数に、
無償、あるいは、原価程度を基本とした有
償にて配布する場合があります。
■二次利用など ・・・ 各文章の著作権は作
者の方に属し、許可なく二次利用はいたし
ません。
新聞、ホームページなど、他媒体での引用
依頼等があった場合は、都度作者の方に
確認させていただきます。
■発行時期 ・・・ ２０１０年８月ごろを予定 
ただし、寄稿数によっては延期、中止する
場合があります。
■発行部数 ・・・ １０００冊程を予定していま
すが増減する場合があります。
■その他 ・・・ 応募原稿は返却いたしませ
ん。

  ここ数回の遠足は雨の日が多かった
のですが、久しぶりに好天に恵まれ、
知多半島のさわやかな海風を浴びなが
らのバーベキューとなりました。少しお
酒も入って、いつもの遺族会とはまた
違った雰囲気で、ゆっくりと話す機会と
なりました。
  魚太郎では、大アサリ、サバ、イカな
ど、魚介類のを中心としたバーベキュ
ーでした。その後、ちょうど大潮で干潟
となった近くの海辺でアサリを取り、あと
は、ゆっくりとナチュラル村の静かなベ
ンチに座り、語る時間となりました。
  さて、秋はどこに行きましょうか。いい
場所をご存じの方、ご希望などありまし
たら、ぜひお知らせください。

※写真：魚太郎でのバーベキューの様子
新聞用に特別に写真を撮りましたが、許可な
く写真撮影はいたしません。ご安心ください。

第１１回

締切は６月末です！
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2009年度会計報告 スタッフ募集
  たいへん遅くなりましたが、2009年度(2009年1月1日～2009年
12月31日の会計報告がようやくまとまりましたので、ご報告させ
ていただきます。

遺族会に参加したことがある方で、会
の活動のお手伝いをいただける方募
集しています。
詳しくはお問い合わせください。

りめんばー

  4月に春の遠足をしました。日ごろ

の辛い思いは忘れて……というのでは

なく、普段の遺族会ではなかなか親し

くなれない中で、遺族の友達（略して

「族友」）を少しでも作っていただき

たいなという思いからの行事です。

  僕自身、「族友」に本当に支えられ

てここまで来ました。同じようにたわ

いのない話をしていても、同じように

お酒を飲んでいても、何か他では得ら

れない安心感があり、通じ合えるもの

があるのでしょう。そしてもちろん、

他では嫌われそうなつらい話も、深い

話もできる。

  遺族会に来なくて済んだ人生だった

ら……。今、とても大切に思う「族

友」にはもちろん会うことはなかった

でしょう。亡くなったものが、せめて

の事として、出合わせてくれたのでし

ょうか。（KN)

【収入】�� � 664,530

●遺族会会費� � 96,270
2月�  23,170
4月�  16,000
6月�  23,000
8月�  11,700
10月�  8,800
12月�  13,600

●リメンバー新聞会費�22,500
●その他�   � 545,000
寄付�   � 510,000
冊子売上� 35,000

●受取利息� � 760
�  �

【支出】�� � 111,337

●会場費�   � 32,400
●事務費�   � 12,385
封筒、プリンターインク他�    
●交通費�   � 10,320  
打合せ、会場予約、下見等�

●通信費�   � 45,756 
リーフレット冊子等送付
� � 19,020
遺族会携帯� 10,136
新聞発送、サーバー他
�  � 16,600

●雑費�� �  7,160
遺族会お茶コップ他

●租税公課� � 20
●イベント費用補填� 3,296
� �  
【今期収支差額】� 553,193

【資産】�� � 784,902
●現預金計� � 784,902

【負債】�� � 0
●未払金等� � 0
�  
【正味財産】� � 784,902
●昨年度からの繰越� 231,709
●今期収支差額� 553,193

今期収支差額�553,193
をそのまま、次期に繰り越し。
2010年4月1日付で、500,000円をイベ
ント向け会計（新設）へ移管する。

  遺族会の時いただいております会費
(現在500円)は、下記のように使わせて
いただいております。また、共に支え合
うという自助グループであることから、ス
タッフとしての参加者も参加費を支払っ
て会の運営に充てています。
  今年度は、多大なるご寄付をいただ
き、誠にありがとうございました。これま
で同様、会計規定に則り大切に使わせ

ていただきます。
  昨年度は、「自死遺族向け連続セミナ
ー」の開催、冊子制作等を行いました
が、その費用は、日本財団の助成金に
て賄われています。ただし、今年度は
助成は受けられず、下記会計の中から、
可能な範囲でのイベント開催、冊子制
作となります。

リメンバー名古屋 会計規定 2007

「会の活動」に関してかかる収入・費用を、以下
のように定め、会の会計により処理するものとす
る。

・会の活動とは、遺族会、スタッフ会議、講演会
シンポジュウムなどのイベント、他団体自治体等
との必要な会議、会に対する取材対応、遠足の
会、作文の会など。
・会の名前を使用するなどしていても、個人的な
講演、寄稿、取材などについて、その報酬、費
用について、会の会計は関与しない。
・講演会、シンポジウムなど大規模なイベントな
どについては、独立採算を基本とし、最終損益
の処理は都度検討する。
・以下に規定のないものは、都度協議する。

収入

---------------------------------------
■会費
遺族会における会費・郵送会員年会費
■寄付、助成金等
寄付、助成金収入
■イベント収入
イベント時の収入

費用
---------------------------------------
■会場費
「会の活動」のための必要な会場使用にかかる
費用。
遺族会、会議における会場費用等。
■通信費
「会の活動」のための必要な通信費。
遺族、関係者との連絡、物品の移動にかかる通
信費など。
会のホームページ設置にかかる費用。

郵送、宅配便等は実費。
会名義の電話費用全額。
個人名義の電話、FAXでの通信費は、概算で請
求。
■交通費
「会の活動」のうち、会を代表して対外的に行うも
のにかかる交通費。
会場取得、他団体自治体等との必要な会議、会
に対する取材対応など。
遺族会、スタッフ会議、遠足の会、作文の会など
への出席のための費用は含まない。
但し、会の運営に必要な荷物の運搬のために車
で移動した場合を除く。
公共交通機関の場合・・・実費
車移動の場合・・・駐車料金、ガソリン代等、実費
相当分
■事務費
「会の活動」のための必要な事務費。
新聞、パンフレット、アンケート、会議資料などの
用紙、印刷費用。
■雑費
遺族会で使用するお茶、コップなど。
スタッフ内のみでの飲食費などは不可。
■イベント費用
イベント時の費用。
■交際費等
基本的に不可。
■活動報酬的なもの
基本的に不可。

収支計算書

貸借対照表


